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賃上げと雇用確保で内需拡大を！

２０１３年２月 「ＥＬＩＣ」号外 （４）

賃
上
げ
で
こ
そ

デ
フ
レ
不
況
克
服

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る

の
は
個
人
消
費
で
す
。
日
本

で
は
賃
金
が
下
落
し
続
け
、

そ
れ
が
個
人
消
費
の
低
迷
→

物
が
売
れ
な
い
→
デ
フ
レ
不

況
→
賃
金
下
落
と
の
悪
循
環

を
な
し
て
い
ま
す
。
賃
金
が

下
落
し
続
け
て
い
る
の
は
、

先
進
国
の
な
か
で
も
唯
一
日

本
だ
け
で
す
。
そ

の
原
因
は
、
「
企

業
の
増
加
し
た
利

益
は
、
配
当
金
や

内
部
留
保
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
（
政
府
の
経

済
白
書
）
と
指
摘

し
て
い
る
通
り
で

す
。
ま
と
も
な
生

活
が
で
き
る
賃
上

げ
（
誰
で
も
月
額

１
万
円
以
上
）
を

す
べ
て
の
労
働
者

に
保
障
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
、

大
企
業
が
溜
め
込

ん
だ
膨
大
な
内
部

留
保
（
２
６
７
兆

円
）
の
一
部
（
４

％
）
を
取
り
崩
す

だ
け
で
可
能
で
す
。

日
本
の
電
機
産
業

再
生
の
道
と
は

電
機
産
業
が
力
を
失
っ
た

原
因
は
、
安
易
な
海
外
進
出

に
よ
る
技
術
流
出
や
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
開

発
を
怠
っ
て
き
た
経
営
判
断

の
ミ
ス
に
あ
り
ま
す
。
人
減

ら
し
に
よ
る
人
件

費
カ
ッ
ト
＝
業
績

回
復
は
、
株
主
の

利
益
に
応
え
た
も

の
で
あ
り
、
電
機

産
業
の
復
活
に
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

革
新
的
な
技
術
と

斬
新
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
ヒ
ッ
ト
商
品

を
う
み
だ
せ
る
技

術
力
と
も
の
づ
く

り
の
復
活
が
必
要

で
す
。
そ
の
為
に

は
、
従
業
員
を
大

切
に
す
る
経
営
方

針
の
も
と
で
、
安

定
し
た
雇
用
と
画
期
的
な
技

術
開
発
の
で
き
る
自
由
な
職

場
環
境
の
整
備
が
何
よ
り
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

雇
用
を
守
る

ル
ー
ル
の
確
立
を

大
企
業
の
身
勝
手
な
大
量

解
雇
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
解
雇
規
制
法

（
事
前
協
議
・
条
件

な
ど
）
や
、
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た

さ
せ
る
ル
ー
ル
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
の

が
原
因
で
す
。
ド
イ

ツ
で
は
、
労
働
コ
ス

ト
の
安
い
ル
ー
マ
ニ

ア
に
移
転
し
た
ノ
キ

ア
社
に
対
し
、
新
た

な
企
業
の
立
ち
上
げ

と
雇
用
確
保
、
再
就

職
支
援
、
工
場
跡
地

の
投
資
先
を
探
さ
せ

る
な
ど
の
義
務
を
課

し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
働
く
電
機
や
情
報

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
、
15
万
に

も
せ
ま
る
人
員
削
減
が
強
行
さ

れ
て
お
り
、
雇
用
を
守
る
取
組

み
は
、
い
っ
そ
う
切
実
さ
を
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
昨
年
１
月
26
日
、

１
万
人
削
減
の
リ
ス
ト
ラ
案
を

突
然
に
発
表
し
、
５
月
中
旬
か

ら
７
月
末
ま
で
の
２
か
月
半
の

間
で
10
回
を
超
え
る
個
人
面
談

を
行
う
な
ど
、
凄
ま
じ
い
退
職

強
要
を
強
行
し
ま
し
た
。

電
機
労
働
者
懇
談
会
と
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
リ
ス
ト
ラ

反
対
の
宣
伝
行
動
を
地
域
労
連

や
地
域
の
支
援
を
受
け
て
毎
月

行
い
、
数
十
人
と
の
労
働
相
談

を
行
う
な
ど
、
会
社
の
身
勝
手

な
リ
ス
ト
ラ
に
反
撃
す
る
た
た

か
い
を
総
力
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

こ
の
た
た
か
い
の
な
か
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
働
く
10
人

を
こ
え
る
仲
間
が
、
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
、
退
職

強
要
を
は
ね
返
し
、
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
め
ざ
す
た
た
か
い

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

リ
コ
ー
、
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
、
東
芝
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
シ
ャ
ー
プ
、

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な

ど
で
は
、
職
場
の
人
た
ち
と
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
が
力
を
合
わ
せ
て

雇
用
を
守
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

神
奈
川
支
部
の
組
合
員
は
、
神

奈
川
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
最
賃

裁
判
の
原
告
と
し
て
「
最
低
賃
金

の
時
給
１
０
０
０
円
以
上
を
め
ざ

し
て
」
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
同

じ
働
く
労
働
者
の
立
場
か
ら
賃
金
、

労
働
条
件
の
均
等
待
遇
を
基
本
に
、

派
遣
や
非
正
規
の
労
働
者
の
権
利

を
保
障
し
て
い
く
労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。先

進
諸
国
の
賃
金
で
、
日
本
だ

け
が
13
年
間
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
デ
フ
レ
不
況
の
大
き
な

原
因
で
す
。
賃
上
げ
は
、
デ
フ
レ

不
況
を
克
服
し
景
気
回
復
さ
せ
る

確
か
な
道
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
労

働
者
の
生
活
向
上
と
景
気
回
復
を

め
ざ
し
て
「
だ
れ
で
も
時
間
額
１

０
０
円
以
上
、
月
額
１
万
円
以
上

の
賃
上
げ
」
の
獲
得
を
１
３
年
春

闘
の
基
本
要
求
と
し
て
呼
び
か
け

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
電

機
情
報
産
業
の
業
界
団
体
（
電
子

情
報
技
術
産
業
協
会
、
日
本
電
機

工
業
会
な
ど
）
へ
の
要
請
行
動
を

今
春
闘
も
行
い
、
「
１
３
年
春
闘

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
ハ
ガ
キ
に
寄

せ
ら
れ
た
職
場
の
実
態
と
要
求
・

声
を
届
け
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社

会
的
責
任
）
の
徹
底
を
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
電

機
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く

未
組
織
労
働
者
３
４
０
万
人
の
待

遇
改
善
と
要
求
実
現
を
め
ざ
す
、

一
人
で
も
入
れ
る
全
国
単
一
の
産

業
別
労
働
組
合
で
す
。
非
正
規
雇

用
労
働
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
正

規
雇
用
労
働
者
、
管
理
職
も
含
め

た
す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活
と
権

利
を
守
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
み

な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
退
職

強
要
や
解
雇
な
ど
を
受
け
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一人でも入れる労働組合電機・情報ユニオンに入り
雇用確保と賃上げ、待遇改善を

全
国
に
広
が
る

雇
用
を
守
る
た
た
か
い

非
正
規
労
働
者
の

賃
金
、
待
遇
の
引
き
上
げ

力
を
合
わ
せ
、
要
求
実
現
を

6月24日、ＮＥＣのリストラを考えるシンポジウム

賃
上
げ
で
、
デ
フ
レ
脱
却
を
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◆東芝は、大量にリストラしているくせに、新入社員や中

途採用を行っているのはおかしい。協力会社や委託企業を

簡単に切らないでほしい。景気に左右されない雇用環境を

実現してほしい。組合の活動に期待しています。（東芝）

◆設計職場は、サービス残業が多すぎる。勤労も組合も見

て見ぬフリ。どう見ても機能していない部課長を減らせば

人員強化して、適正労働時間になれるはず。本気で考えて

もらいたい。（日立）

◆三洋ブランドの商品を扱っていますが、２年後のブラン

ド使用停止でどの様になるかが非常に不安である。次の職

場があると思えない。パナ本体が、人員削減のリストラさ

れている中であるため。（三洋電機）

◆シャープの価値をこれだけにしながら経営責任をとって

いない。投資判断を間違え、大赤字に陥り、自らの賞与や

給与の全面カットや全額返還も行っていない。自らの責任

を従業員に転嫁している。（シャープ）

◆時給１０００円で３ヶ月更新で働いている。１時金は１ヶ

月。健康不安もあり。年金が満額支給される５２８ヶ月ま

で働きたい。（沖電気）

◆会社の経営危機で、賃金を下げられるのは仕方がない。

しかし、担当者レベル（若手社員）と管理職以上の給与削

減率が、一律である事に納得がいかない。管理職レベルの

給与をもっと下げるべきではないか。もともとの基本給が

少ない若手社員は、非常に生活が苦しい。（ルネサス）

◆派遣雇用で５年以上勤務しても、正社員になれず派遣雇

用のままです。頑張って働いても、昇給もなくやりきれま

せん。将来が不安で、頑張りが報われる世の中にして下さ

い。（富士電機）

◆ソフトの職場では空洞化、技術力低下があり、競争をあ

おる傾向から同僚、上司、部下で助け合ったり共に学んだ

りする雰囲気に乏しい。誰のことか不明な「働かない人」

への不満攻撃にそらされている。（ＮＥＣ）

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が８０％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ１３春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。１月初旬までに寄せられたア

ンケートの中間集計１０００枚を超える結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が１１.４％、再雇用者も１０.３％でし

た。男女比では、女性が１５.１％です。年齢分布は、２０歳代が１２.８％、３

０歳代が２７.４％、４０歳代が２６.４％、５０歳代が１７.０％となっています。

切実な要望・意見が２５.４％の方々から届きました。現在の生活に必要な月当

たりの増額の加重平均は３万７０１５円となりました。

（％）

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、依然として「かなり苦しい」

「やや苦しい」を合わせると全体集計で６４

％と多数となっています。

年代別のピークは、昨年の４０才代から

５０才代となり７５％です。雇用形態別では、

非正規の７５％を越え再雇用が７７％と最

も高く、正社員でも６２％になっています。

残業をしているかどうかの分類では、４０H

r以下で見ても昨年の５５％から６５％となっ

ています。一番多いのは「心の病で不安」

の人で８６％にも上っています。

（％）

昨年に続き設定した「心身の不安」の結果は上グラフ。２０

歳代でも「健康」が５５％で、「心の病で不安」と「心の病で通

院・治療中」の年代別集計は、２０才代が昨年の１０％から１

６％と増加し、３０才代１３％、４０才代１５％となっています。

困っている・不安なことでは、全体で「年金・老後」が２８％

で、２０才代でも低賃金が２７％、それに次いで１７％占めて

いる事に政治の無責任さを感じます。非正規の人は低賃金

の３０％に続き年金・老後が２６％です。「人員削減」では昨

年の４０才代の１９％から２７％と急増して多数です。

月額あといくら生活に必要ですか？では、金額的に５万円以上が４４％と多数で、

全ての年代別集計でも生活の苦しさを反映して高額要求となっています。

心身の不安はありますか？


